
東京都立文京高等学校　　

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
1○○○

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

　命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり
目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素
間の関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を
表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の
事象などから設定した問題について、データの散らばり
や変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分
析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養う。

「高等学校　数学Ⅰ」（数研出版）

数学

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

1

第１章 数と式
【知識及び技能】
絶対値の意味や表し方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
絶対値を含むやや複雑な方程式や不
等式を解くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
絶対値を含むやや複雑な方程式や不
等式に取り組む意欲がある。

○

・指導事項
絶対値の意味を理解し、場合分けに
より絶対値記号を外したり、絶対値
を含む方程式や不等式を解くことが
できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

2

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

配当
時数

第１章　数と式
【知識及び技能】
・多項式，実数，１次不等式につい
て相互に関連づけて理解している。
・複雑な多項式の計算や無理数の計
算ができる。また，連立１次不等式
を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・多項式の見方を豊かにし，1次不
等式を的確に利用することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・多項式，実数，1次不等式に関心
をもち，有用性を認識し，それらを
問題の解決に活用しようとする。

・指導事項
数を実数まで拡張する意義を理解で
きるようにさせる。また，式を多面
的にみたり処理したりするととも
に，１次不等式を事象の考察に活用
できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・数を実数まで拡張する意義を理解するととも
に、無理数の計算や乗法公式や因数分解の公式
を適切に用いて計算をすることができる。
・不等式の解の意味や性質について理解すると
ともに、一次不等式の解を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題を解決する際に、既に学習した計算の方
法と関連付けて、式を多面的に捉えたり目的に
応じて適切に変形したりすることができる。
・一次方程式を解く方法や不等式の性質を基に
一次不等式を解く方法を考察することができ
る。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え、一次不等式を問題解決に活用することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第３章　２次関数
【知識及び技能】
・２次関数とそのグラフおよび関数
の値の変化について理解し，基礎的
な知識を身に付けている。
・関数を用いて数量の変化を表現
し，関数の値の変化を調べることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
表，式，グラフを関連付けながら変
化の様子をとらえることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
２次関数とそのグラフや値の変化に
関心をもち，調べようとする。

・指導事項
２次関数とそのグラフについて理解
させ，２次関数を用いて数量の関係
や変化を表現することの有用性を認
識させるとともに，それらを事象の
考察に活用できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・関数についての概念を理解し，定義域が制限
された関数の最大値・最小値を，グラフを利用
して求めることができる。
・２次関数のグラフについて，軸や頂点などの
特徴を理解し，グラフをかいたり，与えられた
条件を満たす２次関数を求めたりすることがで
きる。
【思考・判断・表現】
・２つの放物線の位置関係について頂点に着目
して考察することができる。
・定義域や式に文字を含む場合に，2次関数の
最大値・最小値がどのように変化するかを適切
に判断することができる。
・２つの数量の関係に着目して自ら変数を設定
し，２次関数を利用して具体的な問題を解決す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・２次関数について学んだことを，日常の事象
の問題解決に生かそうとしている。

○ ○ ○ 12

○
定期考査

○

○○

１
学
期

【知識・技能】
絶対値記号を含む式について，絶対値記号をは
ずす処理ができる。
【思考・判断・表現】
絶対値を含むやや複雑な方程式や不等式を解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
絶対値を含むやや複雑な方程式や不等式に取り
組む意欲がある。

○



東京都立文京高等学校　　

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

２
学
期

定期考査
1○○○

定期考査
○ ○ ○ 1

1○○
課題テスト

・指導事項
集合と命題に関する基本的な概念を
理解し，それを事象の考察に活用で
きるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・命題の逆・裏・対偶と，それらともとの命題
の真偽の関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・対偶を利用した証明法や背理法を用いて簡単
な証明をすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・命題の真偽や条件どうしの関係を，条件が満
たすもの全体の集合の包含関係と関連付けて考
えようとしている。
・集合と論証について学んだことを日常の事象
の問題解決に生かそうとしている。

○ ○

第４章 図形と計量
【知識及び技能】
・直角三角形における三角比の意味
を理解している。
・三角比や，線分の長さや角の大き
さを求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
三角比の考えを用いて，線分の長さ
や角の大きさなどを用いた図形の計
量を行う過程を考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
線分の長さや角の大きさなどを用い
た計量に関心をもち，調べようとす
る。

・指導事項
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解させ，三角比を用いた計
量の考えの有用性を認識させるとと
もに，それらを事象の考察に活用で
きるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

○ 4

第３章　２次関数
【知識及び技能】
・判別式を利用して２次方程式の解
の個数を求めることができる。
・２次関数と２次方程式・２次不等
式を関連付けて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象について，ともなって
変化する２変数に着目して変化の様
子を見出すことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
関数を用いて数量の変化を表現する
ことの有用性を認識し，２次関数を
活用しようとする。

・指導事項
２次関数とそのグラフについて理解
させ，２次関数を用いて数量の関係
や変化を表現することの有用性を認
識させるとともに，それらを事象の
考察に活用できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・２次方程式を解くことができ，実数解の個数
と判別式の符号との関係を理解している。
・２次関数のグラフと x 軸の共有点の個数
と，判別式の符号との関係を理解している。
・２次不等式の解と２次関数のグラフの関係に
ついて理解し，２次関数のグラフを用いて２次
不等式の解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・２次不等式を利用して具体的な問題を解決す
ることができる。
・２次方程式の解の符号について，２次関数の
グラフと関連付けて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・２次不等式について学んだことを，日常の事
象の問題解決に生かそうとしている。

○ ○ ○ 13

【知識・技能】
・鋭角の三角比の意味を三角形の構成要素間の
関係に関連付けて理解している。
・三角比の定義式を変形して，一辺と角から直
角三角形の他の長さを求めることができる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事
象や社会の事象などに三角比を活用することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の事象や社会の事象などに三角比を活用
しようとしている。

○ ○ ○ 3

第２章 集合と条件
【知識及び技能】
・必要条件，十分条件，逆，裏，対
偶，背理法などの数学的な論理を活
用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・集合を用いて命題の真偽について
判断することができる。
・仮定と結論，十分性と必要性につ
いて意識しながら，与えられた命題
の真偽について考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・集合と命題の問題に意欲的に取り
組み，事象を論理的に表現できる。

15

第４章 図形と計量
【知識及び技能】
・様々な図形の計量に三角比が利用
できることを理解している。
・具体的な事象の数量の関係を三角
比などを用いて表現し，様々な図形
の計量を行うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・複雑な図形の計量を順序立てて考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・線分の長さや角の大きさなどを用
いた計量の有用性を認識し，具体的
な事象の考察に活用しようとする。

・指導事項
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解させ，三角比を用いた計
量の考えの有用性を認識させるとと
もに，それらを事象の考察に活用で
きるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・三角形の相互関係や鈍角まで拡張する意義を
理解し，0°から180°までの三角比を求める方
法を理解している。
・正弦定理、余弦定理を利用して，三角形の辺
の長さや角の大きさ，外接円の半径や三角形の
面積を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・正弦定理や余弦定理を導くことができる。
・三角形のいくつかの辺や角から，残りの辺の
長さや角の大きさ，三角形の面積を求める方法
を考察することができる。
・円に内接する四角形の面積を求める方法を考
察することができる。
・三角形の面積と内接円の半径との関係を考察
することができる。
・空間図形の構成要素に着目して，三角比を空
間図形の計量に応用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角比について学んだことを，日常の事象の
問題解決に生かそうとしている。

○ ○ ○
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配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

105

２
学
期

３
学
期

合計

21○

第５章 データの分析
【知識及び技能】
・四分位数，分散，標準偏差，散布
図と相関係数などの統計の用語の意
味を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・データを整理した表や図から傾向
を把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・データの分析を生活や問題解決の
中で活用しようとする。

・指導事項
統計の基本的な考えを理解させると
ともに，それを用いてデータを整
理・分析し傾向を把握できるように
させる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・代表値としての平均値，中央値，最頻値，四
分位数，四分位範囲，分散，および標準偏差な
どの用語の意味を理解し，求めることができ
る。
・代表値，四分位数，分散などのデータに関す
る用語とヒストグラムや箱ひげ図の関係を理解
している。
・散布図から相関を読み取ることができ，相関
係数の意味を理解し，相関係数の値を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・代表値，四分位数，分散などのデータに関す
る用語とヒストグラムや箱ひげ図の関係を考察
することができる。
・散布図より全体の傾向から外れたデータの値
がある場合には，相関係数がその値に影響され
ていることに気付くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・散布図や相関係数からその特性や法則性を調
べようとする。
・身近な事柄において，仮説検定の考え方を用
いて判断しようとする。

○ ○ ○ 15

定期考査
○ ○ ○ 1

三角関数
【知識及び技能】
・角の概念を一般角まで拡張して，
三角関数及び三角関数の加法定理に
ついて理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
・三角関数を考察することができ
る。表，式，グラフを関連付けなが
ら変化の様子をとらえることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・関数を用いて数量の変化を表現す
ることの有用性を認識し，三角関数
を活用しようとする。

・指導事項
角の概念を一般角まで拡張して，三
角関数及び三角関数の加法定理につ
いて理解させ，それらを事象の考察
に活用できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・度数法と弧度法について理解する。
・三角関数の相互関係を理解し，それらを利用
して様々な値を求めたり，加法定理を利用して
式変形をすることができる。
・三角関数の最大値・最小値を求めることがで
きる。
・いろいろな三角関数のグラフのかき方と周期
の求め方を理解している。
【思考・判断・表現】
・三角関数の性質を，グラフの特徴とともに考
察することができる。
・三角関数を含む方程式・不等式を解く際に単
位円やグラフを図示して考察することができ
る。また，その解き方を理解している。
・変数をおき換えることで，三角関数を含む方
程式を考えることができる。また，その解き方
を理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・同じ周期をもつ2つの関数y＝sinxとy＝cosx
を合成すると，そのグラフは位相がずれた正弦
曲線になることに興味・関心をもつ。

○ ○

課題テスト
○ ○ 1
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高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
1○○○

１
学
期

・指導事項
順列と組合せの違いを理解させ，そ
の総数を求めることができる。ま
た，状況に応じて，場合の数を求め
る方法を多面的に考察させる。
事象という観点から確率を捉え，確
率の意味を理解させる。
確率の基本性質について集合と関連
付けながら理解させ，性質を利用し
て確率を求めさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・重複順列，同じものを含む順列の公式を用い
て場合の数を求め，これを用いて確率を計算す
る方法を理解し，具体的な事象の確率を求める
ための基礎的な知識を身に付けている。
・確率の基本性質を用いて，和事象や余事象の
確率を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・順列と組合せの違いを理解し，円順列や重複
順列，同じものを含む順列などや，組合せの考
え方を用いて，確率を適切に表現することがで
きる。
・根元事象を意識し，「同様に確からしい」も
とで確率を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・順列・組合せの考え方に関心をもち，これを
用いて場合の数を求めようとする。
・場合の数を効率よく正確に求めるために，順
列・組合せの考えを活用しようとする。

○ ○

・指導事項
樹形図を用いた数え上げや，和の法
則，積の法則という数え上げの原則
を理解させ，場合の数を求めさせ
る。
順列の意味を理解し，その総数を求
めさせる。また，状況に応じて，場
合の数を求める方法を多面的に考察
させる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・集合の要素の個数とベン図の関係を理解し、
集合の要素の個数を求めることができる。
・起こり得る場合の数を樹形図や和の法則，積
の法則や順列・組合せ・円順列の考えを用いて
場合の数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・場合の数を求めるときに，適切な手段を選択
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・いろいろな集合の要素の個数を求めることに
関心をもつ。

1

第１章 場合の数と確率
【知識及び技能】
和の法則，積の法則，順列・組合せ
の考えを相互に関連づけて理解し，
工夫して確率を求める知識を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な事象の場合の数や確率を順序
立てて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
不確定な事象を数学的にとらえるこ
とに関心をもち，具体的な事象の考
察をしようとする。

○

○ ○

8

定期考査
○

○ 2

第１章 場合の数と確率
【知識及び技能】
和の法則，積の法則，そして順列・
組合せの考えを理解して，場合の数
を求めるための知識を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
順列・組合せなどの場合の数の求め
方を身に付け，考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
不確定な事象を数学的にとらえるこ
とに関心をもち，具体的な事象の考
察をしようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 8

配当
時数

準備 集合
【知識及び技能】
集合に関する基本的な概念を理解
し，集合と要素の関係や集合同士の
関係について記号や図を用いて適切
に表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
集合について学んだことをもとに
ド・モルガンの法則を理解し，利用
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の事象に集合の概念を活用しよ
うとしている。

・指導事項
集合に関する基本的な概念を理解さ
せ，集合と要素の関係や集合どうし
の関係について記号や図を用いて適
切に表現させる。また，ド・モルガ
ンの法則を理解させ，利用できるよ
うにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
和集合や補集合について理解し，その要素の個
数を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・いろいろな集合を図表示と結びつけることが
できる。
・集合を用いて，事象を数学的に考察すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集合を数学の対象として考えることに関心を
もち，集合の包含関係やド･モルガンの法則に
ついて調べようとする。

○ ○

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘
り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに、数学と人間の活
動の関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学
的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。

　図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の性質を
見いだし、論理的に考察する力、不確実な事象に着目
し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判
断する力、数学と人間の活動との関わりに着目し、事象
に数学の構造を見いだし、数理的に考察する力を養う。

「高等学校　数学Ａ」（数研出版）

数学

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】
　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。



東京都立文京高等学校　　

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

２
学
期

1○○

○ 8

第３章　数学と人間の活動
【知識及び技能】
・約数や倍数，ユークリッドの互除
法，２進法などの整数の性質と人間
の活動との関わりについて理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・約数や倍数などの整数の性質につ
いて，関心に基づいて発展させ考察
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・数の数え方や表し方に関心を持
つ。

・指導事項
整数の性質についての理解を深め，
それを事象の考察に活用できるよう
にさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・約数・倍数の意味を理解している。
・ある整数aの倍数はakと表せることを使っ
て，簡単な命題を証明することができる。
・倍数の判定法について理解している。
・素因数分解を利用して最大公約数・最小公倍
数を求める方法を理解している。
・互いに素な整数の性質を利用して，簡単な命
題を証明することができる。
【思考・判断・表現】
・平方数になる条件を，素因数分解の結果から
考察することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
互いに素な整数の性質を利用して，簡単な命題
を証明することができる。

○ ○

課題テスト

8

第１章 場合の数と確率
【知識及び技能】
順列や組合せの考えを用いて表現
し，その確率や期待値を求めること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な事象の場合の数や確率を順序
立てて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
期待値を意思決定に活用しようとす
る。
不確定な事象を数学的にとらえるこ
との有用性を認識し，具体的な事象
の考察に活用しようとする。

・指導事項
独立な試行とその繰り返しについ
て，身近な事例をもとにして，確率
の計算について理解を深めさせる。
また，条件付き確率について，具体
例を通してその意味を理解させ，い
ろいろな条件付き確率を求めること
ができるようにさせる。
また，期待値について理解し具体的
場面で活用できるようにさせる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・独立な試行と反復試行，条件付き確率につい
て理解し，その事象の確率を求めることができ
る。
【思考・判断・表現】
・独立な試行，反復試行の確率の考え方を用
い，確率を求める過程を考察することができ
る。
・条件付き確率を，図や記号を用いて考察し、
条件付き確率を求めることができる。
・期待値の考えを理解し，具体的な2つの事柄
のどちらが有利であるかの判断ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な試行として，独立な試行，反復試行が
あることに気づき，これらを活用して確率を求
めようとする。
・具体的な場面で条件付き確率を活用して複雑
な確率を求めようとする。

○ ○

定期考査

定期考査

○

1○○○

1

第２章　図形の性質
【知識及び技能】
図形の性質を理解し，基礎的な知識
を身に付け，系統的に理解できてい
る。
図形の性質が論理的に正しいことを
的確に表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
図形について，いろいろな見方をす
ることができ，図形の見方を豊かに
するとともに，図形の性質を見出
し，論理的に考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
三角形や円などの図形の性質に関心
をもち，調べようとする。
図形の性質の有用性を認識し，問題
の解決に活用しようとする。

・指導事項
内分や外分についてや，三角形の重
心の定理について理解させる。
三角形の外心の定理，三角形の垂心
の定理について理解させる。また，
三角形の重心・外心・垂心の関係に
ついて，論理的に考察し説明させ
る。
角の二等分線と比の定理について
や，三角形の内心の定理について理
解させる。
メネラウスの定理，チェバの定理に
ついて理解させる。
同一円周上にある点を結んでできる
角についての様々な定理を理解さ
せ，利用できるようにさせ，これら
の定理の関係について，統合的に考
察させる。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・三角形と比の定理，中点連結定理，内分や外
分、三角形の五心の定理について理解してい
る。
・メネラウスの定理，チェバの定理について理
解している。
・同一円周上にある点を結んでできる角につい
ての様々な定理を理解している。
【思考・判断・表現】
・三角形の五心の関係に着目し，その特徴につ
いて説明することができる。
・角の二等分線と比の定理を利用して，中線と
角の二等分線に関する性質を論理的に考察し，
証明することができる。
・メネラウスの定理，チェバの定理について，
論理的に考察し，証明することができる。
・三角形や円などの基本的な図形の性質につい
ての理解を深め，図形の見方を豊かにするとと
もに，図形の性質を論理的に考察する。
・円周角の定理とその逆，円に内接する四角形
の性質及び四角形が円に内接するための条件，
円の接線と接点を通る弦とのなす角の性質，方
べきの定理及び2つの円の位置関係について学
び，それらを活用できるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形や円などの図形の性質に関心をもち，
調べようとする。

○ ○ ○ 8

第２章　図形の性質
【知識及び技能】
図形の性質を用いて，問題を解くこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
図形について，いろいろな見方をす
ることができ，図形の見方を豊かに
するとともに，図形の性質を見出
し，論理的に考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
図形の性質の有用性を認識し，問題
の解決に活用しようとする。

・指導事項
平面と直線の位置関係，平面と直線
とのなす角や三垂線の定理などを学
ばせる。
オイラ－の多面体定理を学んで，正
多面体が５つしかないことにつなげ
ていく。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・２つの円の位置関係と共通接線について理解
している。
・空間における直線と平面の基本的な性質につ
いて理解している。
・直線と平面の垂直条件，三垂線の定理につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
・２つの円の位置関係に着目して，図形の性質
を証明することができる。
・正四面体の性質について，論理的に考察し証
明することができる。
・一般の四面体の性質を，平面図形の性質と関
連付けて考察することができる。
・面積を２等分する直線の作図について，統合
的・発展的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形や円などの図形の性質に関心をもち，
調べようとする。
・図形の性質の有用性を認識し，問題の解決に
活用しようとする。

○ ○ ○ 7

○ ○○
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

３
学
期

第３章　数学と人間の活動
【知識及び技能】
・記数法やn進法での数の表し方につ
いての知識を身に付けている。
・ユークリッドの互除法を理解し，
二元一次不定方程式の整数解を求め
ることができる。
・座標による位置の表し方や，図形
の性質を用いた測量を理解してい
る。
・図形の敷き詰めや，ゲームの手の
選び方を論理的に説明することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・位取り記数法やn進法の表し方を理
解し，それぞれの特徴を考察するこ
とができる。
・ユークリッドの互除法を身に付
け，公約数を求める仕組みを理解し
ている。
・測量やゲームなど身近な事柄を数
学的にとらえ，目的に応じて数学を
活用して考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な遊びなどに数学的な要素を
見出そうとする。

・指導事項
位取り記数法やn進法，ユークリッ
ドの互除法と不定方程式，空間座標
や測量について，その歴史とともに
学習させる。
図形の敷き詰めと，ゲームにおける
必勝法を学ぶ。
・教材
　４プロセス数学Ⅰ＋Ａ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・整数の和・差・積と割り算の余りの関係につ
いて理解し，それを利用した問題を解くことが
できる。
・互除法の原理を理解し，互除法を用いて2数
の最大公約数を求めることができる。
・互除法を利用して，不定方程式のすべての整
数解を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・互除法の計算から最大公約数を表す式が導か
れることを具体例から考察し，一般にも適用で
きることに気付く。〔考〕
【主体的に学習に取り組む態度】
・互除法の原理に興味・関心をもつ。
・素因数分解をしなくても，互除法によって最
大公約数が求められることに興味・関心をも
つ。
・長方形を正方形で敷き詰める作業と，互除法
の計算とを対応させる考え方に興味・関心をも
つ。
・互除法を利用して，ax＋by＝cを満たす整数
x，yの組を求めるとき，係数を文字で置き換え
て計算する方法に興味をもち，積極的に活用し
ようとする。

○ ○

課題テスト

合計

70

1○○

○ 14

定期考査
○ ○ ○ 1



東京都立文京高等学校　　

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1○○○

１
学
期

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、
三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学
化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理し
たりする技能を身に付けるようにする。

　数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立
つことなどについて論理的に考察する力、座標平面上の
図形について構成要素間の関係に着目し、方程式を用い
て図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり、図形の性質を
論理的に考察したりする力、関数関係に着目し、事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する力、関数の
局所的な変化に着目し、事象を数学的に考察したり、問
題解決の過程や結果を振り返って総合的・発展的に考察
したりする力を養う。

「高等学校　数学Ⅱ」（数研出版）

数学

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

1

第２章 複素数と方程式
【知識及び技能】
・複素数の四則計算をすることがで
きる。
・二次方程式の解の種類の判別及び
解と係数の関係について理解してい
る。
・因数定理について理解し，高次方
程式の解を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，方程式を問題解決に活
用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をいろいろな式の考えを用い
て考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

○

・指導事項
複素数の概念を理解し、二次方程式
の解を解いたり、解の判別及び解と
係数の関係について理解させる。ま
た高次方程式の解も求めることがで
きるようにする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

10

【知識・技能】
・座標を用いて，平面上の線分を内分する点，
外分する点の位置や二点間の距離を表すことが
できる。
・座標平面上の直線を方程式で表すことができ
る。
【思考・判断・表現】
・座標平面上の図形について方程式を用いて表
現し，図形の性質や位置関係について考察する
ことができる。
・数量と図形との関係などに着目し，日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉えることがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

配当
時数

第１章　式と証明
【知識及び技能】
・三次の乗法公式及び因数分解の公
式を用いて式の展開や因数分解をす
ることができる。
・多項式の除法や分数式の四則計算
の方法について理解し，簡単な場合
について計算をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・式の計算の方法を多面的に考察す
ることができる。
・等式や不等式が成り立つことを論
理的に考察し，証明することができ
る。
・日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，方程式を問題解決に活
用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をいろいろな式の考えを用い
て考察するよさを認識し，それらを
活用しようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

・指導事項
多項式の乗法や除法などの計算や等
式・不等式の証明を論理的に行う。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解
し，それらを用いて式の展開や因数分解をする
ことができる。
・多項式の除法や分数式の四則計算の方法につ
いて理解し，簡単な場合について計算をするこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・式の計算の方法を既に学習した数や式の計算
と関連付け多面的に考察することができる。
・実数の性質や等式の性質，不等式の性質など
を基に，等式や不等式が成り立つことを論理的
に考察し，証明することができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，方程式を問題解決に活用することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をいろいろな式の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 25

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

11

○
定期考査

第３章　図形と方程式
【知識及び技能】
・内分点，外分点の位置や二点間の
距離を表すことができる。
・座標平面上の直線を方程式で表す
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・図形の性質や位置関係について考
察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を図形と方程式の考えを用い
て考察するよさを認識している。

・指導事項
座標平面上で内分点や外分点の位置
や二点間の距離を表したり直線など
の図形と方程式の関係を理解できる
ようにする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○

○

○○

定期考査

【知識・技能】
・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素
数の四則計算をすることができる。
・二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の
関係について理解している。
・因数定理について理解し，簡単な高次方程式
について因数定理などを用いてその解を求める
ことができる。
【思考・判断・表現】
・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，方程式を問題解決に活用することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をいろいろな式の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○
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配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

定期考査
1○○○

定期考査
1○○○

1○

２
学
期

○ 10

第５章　指数関数と対数関数
【知識及び技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡張
する意義を理解し，指数法則を用い
て数や式の計算をすることができ
る。
・指数関数の値の変化やグラフの特
徴について理解している。
・対数と意味とその基本的な性質に
ついて理解し，簡単な対数の計算を
することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特
徴について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・指数と対数を相互に関連付けて考
察することができる。
・指数関数及び対数関数の式とグラ
フの関係について，多面的に考察す
ることができる。
・二つの数量の関係に着目し，日常
の事象や社会の事象などを数学的に
捉え，問題を解決したり，解決の過
程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりす
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を指数関数・対数関数の考え
を用いて考察するよさを認識し，問
題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づ
き判断しようとしたりしている。

・指導事項
指数を実数まで拡張し、指数関数と
そのグラフについて理解させ，指数
関数を用いて数量の関係や変化を表
現することの有用性を認識させると
ともに，それらを事象の考察に活用
できるようにさせる。また指数と対
数の関係式から対数についても理解
し、対数関数の値の変化やそのグラ
フの特徴についても捉えることがで
きるようにする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を
理解し，指数法則を用いて数や式の計算をする
ことができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について
理解している。
・対数と意味とその基本的な性質について理解
し，簡単な対数の計算をすることができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について
理解している。
【思考・判断・表現】
・指数と対数を相互に関連付けて考察すること
ができる。
・指数関数及び対数関数の式とグラフの関係に
ついて，多面的に考察することができる。
・二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社
会の事象などを数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したりすることが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数・対数関数の考えを用いて考
察するよさを認識し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○ 20

第３章　図形と方程式
【知識及び技能】
・座標平面上の円を方程式で表すこ
とができる。
・軌跡について理解し，簡単な場合
について軌跡を求めることができ
る。
・簡単な場合について，不等式の表
す領域を求めたり領域を不等式で表
すことができる
【思考力、判断力、表現力等】
・軌跡や不等式の表す領域を座標平
面上に表すなどして，問題解決に活
用したり，解決の過程を振り返って
事象の数学的な特徴や他の事象との
関係を考察したりすることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を図形と方程式の考えを用い
て考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

・指導事項
座標平面上で円などの図形と方程式
の関係を理解できるようにする。ま
た軌跡について理解し軌跡を求めた
り、不等式の表す領域を求めたり領
域を不等式で表すことができるよう
にする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・座標平面上の円を方程式で表すことができ
る。
【思考・判断・表現】
・数量と図形との関係などに着目し，日常の事
象や社会の事象などを数学的に捉え，コン
ピュータなどの情報機器を用いて軌跡や不等式
の表す領域を座標平面上に表すなどして，問題
解決に活用したり，解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象との関係を考察し
たりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○

課題テスト

27

第６章 微分法と積分法
【知識及び技能】
・微分係数や導関数の意味について
理解し，関数の定数倍，和及び差の
導関数を求めることができる。
・導関数を用いて関数の値の増減や
極大・極小を調べ，グラフの概形を
かく方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・関数とその導関数との関係につい
て考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を微分・積分の考えを用いて
考察するよさを認識し，問題解決に
それらを活用しようとしている。

・指導事項
微分係数や導関数の意味について理
解し、微分法を用いて関数のグラフ
をかくことができるようにする。ま
た３次関数のグラフの特徴について
考察できるようにする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小
を調べ，グラフの概形をかく方法を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・関数とその導関数との関係について考察する
ことができる。
・関数の局所的な変化に着目し，日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え，問題を解決し
たり，解決の過程を振り返って事象の数学的な
特徴や他の事象との関係を考察したりすること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分・積分の考えを用いて考察するよ
さを認識し，問題解決にそれらを活用しようと
したり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

○ ○ ○
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配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

140

３
学
期

課題テスト
1○

○

合計

定期考査
○ ○ ○ 1

第６章 微分法と積分法
【知識及び技能】
・不定積分及び定積分の意味につい
て理解し，関数の定数倍，和及び差
の不定積分や定積分の値を求めるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・微分と積分の関係に着目し，積分
の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法
について考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

・指導事項
不定積分と定積分の意味について理
解し、積分法を用いて図形の面積を
求めることができるようにする。
・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・不定積分及び定積分の意味について理解し，
関数の定数倍，和及び差の不定積分や定積分の
値を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用
いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積
を求める方法について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○ 30
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高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

課題テスト

定期考査

1○

1○○○

２
学
期

３
学
期

「高等学校　数学Ｂ」（数研出版）

数学

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

第１章　数列
【知識及び技能】
・等比数列について理解し，それら
の一般項や和を求めることができ
る。
・いろいろな数列の一般項や和を求
める方法について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・事象から離散的な変化を見いだ
し，それらの変化の規則性を数学的
に表現し考察することができる。
・事象の再帰的な関係に着目し，日
常の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，数列の考えを問題解決に活
用することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数列の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。

・指導事項
等比数列の一般項と和
複利計算
自然数の塁乗の和
和の記号Σとその性質
階差数列の一般項と和

・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・等比数列について理解し，それらの一般項や
和を求めることができる。
・いろいろな数列の一般項や和を求める方法に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
・事象の再帰的な関係に着目し，日常の事象や
社会の事象などを数学的に捉え，数列の考えを
問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを認
識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

○ ○ ○ 10

○ ○○ 1

第１章　数列
【知識及び技能】
・等差数列について理解し，それら
の一般項や和を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・事象から離散的な変化を見いだ
し，それらの変化の規則性を数学的
に表現し考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数列の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。

・指導事項
数列の表記
数列の一般項をｎの式で表す
等差数列の一般項と和
自然数の和と奇数の和
等差数列の和の最大

・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・等差数列について理解し，それらの一般項や
和を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・事象から離散的な変化を見いだし，それらの
変化の規則性を数学的に表現し考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを認
識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

○ ○ ○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

10

数列についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、数学と社会生活との関わりについて認
識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身につける。

離散的な変化の規則化に着目し、事象を数学的に表現
し、考察する力、日常の事象を数学化し、問題を解決し
たり、解決の過程や結果を振り返って考察したりする力
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

配当
時数

○ ○ 1

○ 11

合計

35

定期考査

第１章　数列
【知識及び技能】
・漸化式について理解し，事象の変
化を漸化式で表したり，簡単な漸化
式で表された数列の一般項を求めた
りすることができる。
・数学的帰納法について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自然数の性質を見いだし，それら
を数学的帰納法を用いて証明すると
ともに，他の証明方法と比較し多面
的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数列の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。

・指導事項
数列の漸化式と項
漸化式で定められる数列の一般項
図形と漸化式
隣接３項間漸化式
数学的帰納法の原理

・教材
　４プロセス数学Ⅱ＋Ｂ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・漸化式について理解し，事象の変化を漸化式
で表したり，簡単な漸化式で表された数列の一
般項を求めたりすることができる。
・数学的帰納法について理解している。
【思考・判断・表現】
・自然数の性質を見いだし，それらを数学的帰
納法を用いて証明するとともに，他の証明方法
と比較し多面的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を数列の考えを用いて考察するよさを認
識し，問題解決にそれらを活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。

○ ○

定期考査

○



東京都立文京高等学校　　

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ I 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査
1○○○

１
学
期

　数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

○ ○ ○ 11

配当
時数

「高等学校　数学Ｃ」（数研出版）

数学

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

　数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判断しようとする態度、問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り
強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評
価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
ベクトルについての基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解するとともに、数学的なあ表現の工夫について理
解を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身につけるように
する。

大きさと向きをもった寮に着目し、演算法則やその図形
的な意味を考察する力、図形や図形の構造に着目し、そ
れらの性質を統合的・発展的に考察する力、数学的な表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を培
う。

第１章 平面上のベクトル
【知識及び技能】
・ベクトルの相等および和、差、実
数倍などの演算を定義し、線形性に
着目させる。
・ベクトルの2方向への分解を取り
上げて、更に基本ベクトル表示、成
分表示へと展開する。
・ベクトルの内積とその計算法則を
理解させる。また、内積を利用し
て、線分の長さや垂直関係を調べ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・実数などの演算の法則と関連付け
て，ベクトルの演算法則を考察する
ことができる。ベクトルに関する等
式が成り立つことを証明する。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考
察するよさを認識し，それらを活用
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第１章 平面上のベクトル
【知識及び技能】
・位置ベクトルを導入し、線分の内
分点、外分点の位置ベクトル、三角
形の重心の位置ベクトルを求める。
【思考力、判断力、表現力等】
・位置ベクトルを用いて、ベクトル
に関する等式が成り立つことを証明
する。
・位置ベクトルが平面上の性質を調
べるのに有効であることを認識させ
る。
・直線のベクトルによる表示を考
え、その成分表示とｘ、ｙの1次方
程式との関係を明らかにする。また
円のベクトルによる表示についても
取り上げる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考
察するよさを認識し，それらを活用
しようとしている。

○

○

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

○

10

定期考査
○

・指導事項
位置ベクトル
内分点・外分点の位置ベクトル
三角形の重心の位置ベクトル
一直線上にある点
２直線の交点
内積の利用
ベクトルに平行な直線
異なる２点を通る直線
平面上の点の存在範囲
ベクトルに垂直な直線
円のベクトル方程式
点と直線の距離

・教材
　４プロセス数学Ｃ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・ベクトルの内積及びその基本的な性質につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
・ベクトルやその内積の基本的な性質などを用
いて，平面図形や空間図形の性質を見いだした
り，多面的に考察したりすることができる。
・数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常
の事象や社会の事象などを数学的に捉え，ベク
トルやその内積の考えを問題解決に活用するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○

・指導事項
有向線分とベクトル
ベクトルの表記
零ベクトル
ベクトルの加法・減法・実数倍、計
算、平行、分解
ベクトルの成分表示
座標平面上の点とベクトル
ベクトルの内積とその性質
ベクトルのなす角
三角形の面積

・教材
　４プロセス数学Ｃ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・平面上のベクトルの意味，相等，和，差，ベ
クトルの成分表示について理解している。
【思考・判断・表現】
・実数などの演算の法則と関連付けて，ベクト
ルの演算法則を考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をベクトルの考えを用いて考察するよさ
を認識し，問題解決にそれらを活用しようとし
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。



東京都立文京高等学校　　

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

課題テスト
1○

○ ○○ 1

10

第２章　空間のベクトル
【知識及び技能】
・空間は3次元であることを実感さ
せ、座標空間、空間のベクトルを導
入する。
・平行六面体という空間図形をきち
んと定着させ、この図形を用いて空
間のベクトルの表現を示す。
・ベクトルの成分表示、成分計算が
できるようにする。
・内積の計算や図形的な意味を理解
させる。
・位置ベクトルについても、平面上
で求めたベクトルの公式がそのまま
成り立つことを理解させる。
・座標空間における2点間の距離、
分点の座標が求められるようにす
る。球面の方程式では特に座標平面
に平行な平面との交わりに着目させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・平面図形や空間図形の性質を見い
だしたり，多面的に考察したりする
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考
察するよさを認識し，それらを活用
しようとしている。

・指導事項
空間の点の座標
原点との距離
空間のベクトル
ベクトルの分解
ベクトルの成分表示
座標空間の点とベクトル
ベクトルの内積
ベクトルの垂直
位置ベクトル
一直線上にある点
同じ平面上にある点
内積の利用
２点間の距離と内分点・外分点の座
標
座標平面に平行な平面の方程式
球面の方程式
平面の方程式

・教材
　４プロセス数学Ｃ
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・座標及びベクトルの考えが平面から空間に拡
張できることを理解している。
【思考・判断・表現】
・実数などの演算の法則と関連付けて，ベクト
ルの演算法則を考察することができる。
・ベクトルやその内積の基本的な性質などを用
いて，平面図形や空間図形の性質を見いだした
り，多面的に考察したりすることができる。
・数量や図形及びそれらの関係に着目し，日常
の事象や社会の事象などを数学的に捉え，ベク
トルやその内積の考えを問題解決に活用するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をベクトルの考えを用いて考察するよさ
を認識し，問題解決にそれらを活用しようとし
たり，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○ ○

合計

35

定期考査

２
学
期



東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 理系必修選択　数学ⅠⅡ（数学Ⅰ・数学Ⅱ）　　　　　単位数： ６単位

対象学年組： 第３学年Ｇ組～Ｉ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

「改訂版　高等学校　数学Ⅰ」「改訂版　高等学校　数学Ⅱ」（数研出版）

18

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

24

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

24

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

18

12

問題演習や課題に対する取り組みなどを
総合的に判断する。 12

「改訂版　キートレーニング数学演習Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ　受験編」
「改訂版　高等学校　数学Ａ」「改訂版　高等学校　数学Ｂ」

24

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

第１章　数と式
第２章　２次関数
第３章　図形と計量
第４章　データの分析
第５章　場合の数と確率

第１章から第５章までの基礎的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

第６章　図形の性質
第７章　整数の性質
第８章　式と証明
第９章　複素数と方程式

第６章から第９章までの基礎的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

第５章　場合の数と確率
第６章　図形の性質
第７章　整数の性質
第８章　式と証明
第９章　複素数と方程式
第10章　図形と方程式

第５章から第10章までの標準的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

２
月

３
月

７
月

第１章から第２章までの標準的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

12
月

第13章　微分法・積分法
第14章　ベクトル
第15章　数列
数学ⅠＡⅡＢの入試問題
演習

第13章から第15章までの標準的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。
数学ⅠＡⅡＢの共通テスト対策問題を演習する。

第11章　三角関数
第12章　指数・対数関数
第13章　微分法・積分法
数学ⅠＡⅡＢの入試問題
演習

第11章から第13章までの標準的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。
数学ⅠＡⅡＢの共通テスト対策問題を演習する。

11
月

10
月

９
月

８
月

第１章　数と式
第２章　２次関数

４
月

24

18

５
月

１
月

入試問題演習
過去２～３年の大学入試問題を解く。様々な問題を解くことにより、実践力を身に
つける。

問題演習や課題に対する取り組みなどを
総合的に判断する。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する。

第10章　図形と方程式
第11章　三角関数
第12章　指数・対数関数
第13章　微分法・積分法
第14章　ベクトル
第15章　数列

第10章から第15章までの基礎的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

６
月

入試問題演習
過去２～３年の大学入試問題を解く。様々な問題を解くことにより、実践力を身に
つける。

第３章　図形と計量
第４章　データの分析

第３章から第４章までの標準的な入試問題について、しっかり予習をさせて問題を
解かせ、理解を深めさせる。

1111

11111111



東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 数学Ⅲ　　　　　　　単位数： ８単位

対象学年組： 第３学年Ｇ組～Ｉ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

32

24

５
月

１
月

入試問題演習
過去２～３年の大学入試問題を解く。様々な問題を解くことにより、実践力を身に
つける。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

４章　積分法
　１節　不定積分
　２節　定積分

整関数、分数関数、三角関数、対数関数において微分法を積分法の逆演算と見て、
積分法を学習する。置換積分法・部分積分法を用いて、不定積分・定積分を求めら
れるようにする。

６
月

入試問題演習
過去２～３年の大学入試問題を解く。様々な問題を解くことにより、実践力を身に
つける。

　２節　複素数平面上の
　　　　図形

複素平面を用いて，図形に関する等式や性質を証明できるようにする。

２
月

３
月

７
月

面積と体積の計算を定積分を使って計算できるように指導する。
複素数の加法・減法・実数倍の図形的意味について理解させ，図示できるように指
導する。

12
月

入試問題演習
過去２～３年の大学入試問題を解く。様々な問題を解くことにより、実践力を身に
つける。

　２節　媒介変数表示と
　　　　極座標

図形の媒介変数表示について理解させ、円，楕円，双曲線，サイクロイドなどの媒
介変数表示について応用して考えられるよう指導する。極座標と直交座標の関係に
ついて理解させる。

11
月

10
月

９
月

８
月

　３節　積分法の応用
　微分法、積分法の復習
１章　複素数平面
　１節　複素数平面

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

３章　関数と極限
　１節　関数
　２節　数列の極限
　３節　関数の極限

無限数列、無限級数、関数の極限や関数の連続性について指導し、微分法、積分法
への準備とする。微分可能な関数の積・商の導関数や合成関数・逆関数の微分法を
取り扱う。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

　２節　いろいろな関数
　　　　の導関数

　３節　関数値の変化

三角関数、指数関数、対数関数など様々な関数の微分法を扱い、導関数を用いて接
線や法線の方程式、最大・最小等を調べ、さらに様々な問題への応用を行う。

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

２章　式と曲線
　１節　２次曲線

放物線、楕円、双曲線の定義とその方程式の標準形について理解させる。また、離
心率との関係を理解させ、一般化した2次曲線の性質について指導する。

「改訂版　高等学校　数学Ⅲ」（数研出版）

24

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

32

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

32

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

24

16

問題演習の他、課題や授業に対する取り
組み、定期考査への取り組みなどを総合
的に判断する

16

「改訂版　教科書傍用　クリアー　数学Ⅲ」「三訂版　クリアー数学演習Ⅲ　受験編」
「四訂版　メジアン数学演習Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ　受験編」

32
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東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 文系必修選択　数学ⅠＡⅡＢ（数学Ⅰ）　　　　　　　単位数： ４単位

対象学年組： 第３学年Ｅ組～Ｆ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

「改訂版　高等学校　数学Ⅰ」（数研出版）

12

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

16

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

16

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

12

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

8

「三訂版　シニア数学演習Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ　受験編」
「改訂版　高等学校　数学Ａ」「改訂版　高等学校　数学Ⅱ」「改訂版　高等学校　数学Ｂ」

16

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

主に「数学Ⅰ」および「数
学Ａ」の範囲

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

主に「数学Ⅰ」および「数
学Ａ」の範囲

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

主に「数学Ⅱ」および「数
学Ｂ」の範囲

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

２
月

３
月

７
月

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

12
月

数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂすべて
の範囲について問題演習を
行う

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂすべて
の範囲について問題演習を
行う

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

11
月

10
月

９
月

８
月

主に「数学Ⅱ」および「数
学Ｂ」の範囲

４
月

16

12

５
月

１
月

数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂすべて
の範囲について問題演習を
行う

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期テストで定着度を測
る。

主に「数学Ⅱ」および「数
学Ｂ」の範囲

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
６
月

数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂすべて
の範囲について問題演習を
行う

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

主に「数学Ⅱ」および「数
学Ｂ」の範囲

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
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東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 文系必修選択　数学ⅠＡ演習（数学Ａ）　　　　　　　単位数： ２単位

対象学年組： 第３学年Ｅ組～Ｆ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

４
月

8

6

５
月

１
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストで定着度を測る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

５章　データの分析
６章　場合の数と確率

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
６
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

８章　図形の性質 基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

２
月

３
月

７
月

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

12
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

11
月

10
月

９
月

８
月

６章　場合の数と確率
７章　整数の性質

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

１章　数と式・
　　　２次方程式
２章　２次関数

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

３章　図形と計量
４章　集合と論証

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

「改訂版　高等学校　数学Ａ」（数研出版）

6

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

6

4

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

4

「攻略！共通テスト Pick Up 128 数学Ⅰ＋Ａ、Ⅱ＋Ｂ」「改訂版　高等学校　数学Ⅰ」

8
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東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 自由選択　数学ⅠＡ演習（数学Ａ）　　　　単位数： ２単位

対象学年組： 第３学年Ａ組、Ｃ組～Ｆ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

「改訂版　高等学校　数学Ａ」（数研出版）

6

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

6

4

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

4

「攻略！共通テスト Pick Up 128 数学Ⅰ＋Ａ、Ⅱ＋Ｂ」「改訂版　高等学校　数学Ⅰ」

8

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

１章　数と式・
　　　２次方程式
２章　２次関数

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

３章　図形と計量
４章　集合と論証

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

２
月

３
月

７
月

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

12
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

11
月

10
月

９
月

８
月

６章　場合の数と確率
７章　整数の性質

４
月

8

6

５
月

１
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストで定着度を測る。

演習形式で問題を解かせ実践力を養成す
る。小テストや定期考査で定着度を測
る。

５章　データの分析
６章　場合の数と確率

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
６
月

大学共通テスト
数学ⅠＡ対策演習

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

８章　図形の性質 基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
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東京都立文京高等学校　令和５年度　年間授業計画

教　　　科： 数学　　　　　　　　科　　　目： 数学ⅡＢ演習（数学Ⅱ）　　　　　　　　　単位数： ２単位

対象学年組： 第３学年Ａ組、Ｃ組～Ｆ組　　

使用教科書

使用教材等

指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

「改訂版　高等学校　数学Ⅱ」（数研出版）

6

演習形式で本番の形式に合わせ解き、実
践力を養成する。定期考査や学習の取組
状態等で評価する。

8

演習形式で本番の形式に合わせ解き、実
践力を養成する。定期考査や学習の取組
状態等で評価する。

8

　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

6

4

演習形式で本番の形式に合わせ解き、実
践力を養成する。定期考査や学習の取組
状態等で評価する。

4

「攻略！共通テスト Pick Up 128 数学Ⅰ＋Ａ、Ⅱ＋Ｂ」「改訂版　高等学校　数学Ｂ」

8

　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

1章　方程式・式と証明 基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

２章　図形と方程式
３章　三角関数

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

6章　数列
7章　ベクトル

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

２
月

３
月

７
月

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。

12
月

大学共通テスト
数学ⅡＢ対策演習

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

8章　完成問題
大学共通テスト
数学ⅡＢ対策演習

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

11
月

10
月

９
月

８
月

6章　数列

４
月

8

6

５
月

１
月

大学共通テスト
数学ⅡＢ対策演習

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。
演習形式で本番の形式に合わせ解き、実
践力を養成する。学習の取組状態等で評
価する。

　演習形式で問題を解かせ実践力を養成
する。定期考査や学習の取組状態等で評
価する。

４章　指数関数・
　　　対数関数
５章　微分と積分

基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
６
月

大学共通テスト
数学ⅡＢ対策演習

標準的な入試問題の解法を説明し、完全に理解できるように指導する。

6章　数列 基本事項を確認しながら，大学共通テスト形式の演習問題で応用力をつける。
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